
■ 検出距離とは？
・透過型の場合：
透過型光電センサを安定して動作させることができる、
投・受光器間設置可能距離の最大値。

・ミラー反射型の場合：
ミラー反射型光電センサを安定して動作させることができる、
センサ・反射ミラー間設置可能距離の最大値。

・拡散反射型の場合：
標準検出物体（通常は白色無光沢紙）を安定して検出する
ことができる動作距離の最大値。

【検出距離】

・小型ビームセンサCX-400シリーズの検出距離は、次のようになっています。

■検出距離（仕様）の事例

・例えば、透過型CX-411の検出距離は“10ｍ”となっていますが、これは、投・受光器間設定間隔を10ｍちょうどに設定
して使用することしかできないのか？というと、そうではありません。

・仕様で定められている検出距離の値は、設置可能距離（設置距離）の“MAX．”と捉えてください。

したがって、透過型CX-411の投・受光器間設置可能距離は、例えば、

・1ｍ
・5ｍ
・10ｍ

など、10ｍ以内であれば、どの距離でも設置可能です。
（“0ｍ

 

”での設置は、現実的にあり得ません。）

■検出距離ちょうどの値でしか、使用（設置）できないのか？

１ｍ

5ｍ

10ｍ
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■ ミラー反射型の検出距離について（注意事項）

・ミラー反射型の検出距離（仕様値）は、検出物体を検出できる範囲の最大値を表します。
反射ミラーの設置可能範囲は、別途、定められています。

検出可能 検出可能 検出可能

ミラー近傍センサ近傍 中間

設置不可 設置可能 設置可能

3ｍ（MAX.）0.1ｍ未満
0.1～3ｍ

（任意の値）

・検出距離（上図のA）は、検出物体を検出できる範囲の最大値を表します。

例えば、偏光フィルタ付ミラー反射型CX-491の検出距離（仕様値）は、3ｍとなっており、反射ミラーをセンサから3ｍ

離して設置した場合、検出物体は0から3ｍの間のどの位置でも検出可能です。

・検出物体を検出できる距離（上図A）に制約を設けられている機種もあります。

例えば、透明体検出用ミラー反射型CX-481の検出距離（仕様値）は、50～,500㎜となっており、センサ前面から50㎜

未満の間では、検出物体の検出はできません。

・ミラー反射型では、検出距離Ａの他に、反射ミラー設定範囲（上部のＢ）が規定されており、例えば、偏光フィルタ付ミラー

反射型CX-491では、0.1～3ｍとなっています。

したがって、反射ミラーを0.1ｍ未満に設置することはできません。
（反射ミラーをセンサ直近に設置すると、過入光状態となるためです。）
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